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外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
制
度
は

４
種
類
に

　
２
０
１
８
年
12
月
の
出
入
国
管
理
法
の
改
正
に
よ

り
、
外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
制
度
は
、
①
２

国
間
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
く
受
け

入
れ
（
２
０
０
８
年
7
月
～
）、
②
介
護
福
祉
士
資

格
を
取
得
し
た
留
学
生
へ
の
在
留
資
格「
介
護
」の

付
与
（
２
０
１
７
年
９
月
～
）、
③
外
国
へ
の
技
能

移
転
を
目
的
に
し
た
技
能
実
習
制
度
へ
の
介
護
分
野

の
追
加
（
２
０
１
７
年
11
月
～
）、
④
特
定
技
能
１

号（
２
０
１
９
年
4
月
～
）の
４
種
類
と
な
っ
た
。

　「
特
定
技
能
１
号
」
と
、
他
の
制
度
と
の
関
係
は

図
１
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
の
趣
旨
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
多
様
化
し
て
い
る
。

　
新
た
に
加
わ
っ
た
「
特
定
技
能
１
号
」
は
、「
特

定
産
業
分
野
に
属
す
る
相
当
程
度
の
知
識
又
は
経
験

を
必
要
と
す
る
技
能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外

国
人
向
け
の
在
留
資
格
」
で
、
技
能
水
準
・
日
本
語

能
力
水
準
を
試
験
等
で
確
認
し
入
国
、
介
護
施
設
等

で
通
算
５
年
間
の
就
労
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。「
特

定
技
能
１
号
」
の
技
能
水
準
は
、「
技
能
実
習
」
の

上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
他
産
業（
建
設
、造
船
・
舶
用
工
業
）で
は「
特
定
技

能
２
号
」（
特
定
産
業
分
野
に
関
す
る
熟
練
し
た
技
能

を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国
人
向
け
の
在
留
資

格
）も
存
在
す
る
が
、介
護
分
野
に
つ
い
て
は
、「
特
定

技
能
２
号
」は
在
留
資
格「
介
護
」と
同
等
レ
ベ
ル
と

み
な
し
て
い
る
た
め
、介
護
分
野
に
は
存
在
し
な
い
。

　「
特
定
技
能
１
号
」
は
、
家
族
（
配
偶
者
・
子
）

の
帯
同
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
在
留

資
格
「
介
護
」
で
は
可
能
で
あ
り
、
在
留
期
間
も
更

新
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
回
数
制
限
は
な
い
。

　
な
お
、
法
務
省
で
は
、「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
２
０
１
７
年
12
月
8
日
閣
議
決
定
）」
を

踏
ま
え
、「
特
定
技
能
１
号
」
の
在
留
資
格
で
、
３

年
以
上
介
護
施
設
等
で
就
労
後
、
実
務
者
研
修
を
受

講
し
、介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
合
格
し
た
場
合
は
、

在
留
資
格
「
介
護
」
の
資
格
を
認
め
る
省
令
改
正
の

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

「
特
定
技
能
１
号
」
は

就
労
と
同
時
に
配
置
基
準
に
算
定
可
能

　
介
護
分
野
で
の「
特
定
技
能
１
号
」の
受
け
入
れ
見

込
み
数
は
、
５
年
間
で
最
大
６
万
人（
上
限
）。人
材

の
基
準
は
、介
護
技
能
評
価
試
験（
現
地
語
）、
日
本

　2018年12月8日に改正出入国管理法が成立し、2019年4月1日から施
行されています。これにより外国人介護人材の在留資格は、これまでの①経済
連携協定（EPA）に基づく介護福祉士候補生、②留学から介護福祉士資格を得
て介護現場で働く人（在留資格「介護」）、③外国人技能実習生に、4つめの「特
定技能」が加わりました。なお、特定技能には1号・2号があり、2号の場合
は家族の帯同ができ、永住も可能となる在留資格ですが、介護分野については、
2号は②の在留資格「介護」と同等レベルとみなされ、存在しません。
　法務省では「特定技能1号」の在留資格で3年以上介護施設で就労後、実務
者研修を受講し、介護福祉士試験に合格した場合は②の在留資格「介護」と認
める省令改正の準備を進めているほか、過去にEPAで入国し、介護福祉士国家
試験で不合格となって帰国した人については、4年間以上の就労経験等、一定
の条件があれば、特定技能1号として認めることとなりました。
　多様化する受入れの仕組みと、事業者が行うべき配慮・注意点等についてみ
ていきます。

多
様
化
す
る

外
国
人
介
護
人
材
の
在
留
資
格
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語
試
験
（
国
際
交
流
基
金
日
本
語
基
礎
テ
ス
ト
（
14

職
種
共
通
）ま
た
は
日
本
語
能
力
試
験（
Ｎ
４
以
上
））

に
加
え
て
介
護
日
本
語
評
価
試
験
の
合
格
者
と
な
っ

て
い
る（
い
ず
れ
も
海
外
で
実
施
）。介
護
日
本
語
評

価
試
験
は
、
介
護
分
野
の
み
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る

試
験
で
、
介
護
業
務
に
従
事
す
る
う
え
で
支
障
の
な

い
程
度
の
水
準
の
日
本
語
能
力
を
確
認
す
る
も
の
。

　
す
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
第
１
回
試
験
（
２
０
１

９
年
4
月
13
～
14
日
）、第
２
回
（
5
月
25
～
27
日
）、

第
３
回
（
6
月
15
～
16
日
）、
第
４
回
（
6
月
22
～

24
日
）、第
5
回
（
7
月
1
～
4
日
、
8
～
11
日
）
と

月
１
回
ペ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
同
様

の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
第

１
回
は
受
験
者
１
１
３
人
・
合
格
者
84
人
、
第
２
回

は
受
験
者
３
３
６
人
・
合
格
者
１
２
１
人
等
と
な
っ

て
い
る
。
合
格
者
は
今
後
、
ビ
ザ
の
申
請
手
続
き
を

経
て
、
入
国
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
外
の
国
（
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ネ
パ
ー
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
）
に
お
い
て
も
、
試
験
の
実

施
環
境
が
整
っ
た
国
か
ら
順
次
行
わ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

　「
特
定
技
能
１
号
」
の
資
格
者
が
従
事
す
る
業
務

は
、
入
浴
、
食
事
、
排
泄
介
助
等
の
身
体
介
護
の
ほ

か
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
機
能
訓
練
の
補
助
等
の

支
援
業
務
で
あ
り
、
技
能
実
習
と
同
様
に
、
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
雇
用
形
態
は
、受
け
入
れ
機
関
と
外
国
人
が
直
接
、

雇
用
契
約
を
結
ぶ
直
接
雇
用
で
、
派
遣
に
よ
る
就
労

は
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
当
然
な
が
ら
、
労
働
基
準

法
の
対
象
と
な
る
。
受
け
入
れ
機
関
に
は
、
厚
生
労

働
省
が
組
織
す
る
協
議
会
へ
の
加
入
や
、
厚
生
労
働

省
が
実
施
す
る
調
査
や
指
導
へ
の
協
力
、
事
業
所
単

位
で
の
受
け
入

れ
人
数
の
設
定

（「
特
定
技
能
１

号
」
資
格
者
の

総
数
は
「
日
本

人
等
の
常
勤
介

護
職
員
の
総
数

を
超
え
な
い
」）

が
求
め
ら
れ

る
。

　「
特
定
技
能

１
号
」の
外
国

人
介
護
人
材
の

介
護
報
酬
上
の

取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
技
能
実

習
３
年
修
了
者

と
同
等
の
介
護

技
能
が
あ
る
と

み
な
し
て
、
就

労
と
同
時
に
配

置
基
準
に
算
定

す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
一
定

期
間
（
６
カ
月

を
想
定
）
は
他

の
日
本
人
職
員

と
チ
ー
ム
で
ケ

ア
に
あ
た
る

等
、
受
け
入
れ

施
設
で
順
応
で

き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
、
ケ
ア

図1・2…介護分野における特定技能協議会（第1回）資料６より（図1は編集部にて一部修正）

二国間の経済連携の強化

EPA（経済連携協定）
（インドネシア・フィリピン

・ベトナム）

専門的・技術的分野の
外国人の受入れ

在留資格「介護」
（H29.9／1～）

本国への技能移転

技能実習
（H29.11／1～）

人手不足対応のための一定の専門
性・技能を有する外国人の受入れ

特定技能１号
（H31.4／1～）

制度
趣旨

受入れ
の流れ

【
特
定
活
動 （
Ｅ
Ｐ
Ａ
）】

介護福祉士候補者として入国

【
技
能
実
習
】

実習実施者（介護施設等）の
下で実習（最大５年間）

※実習の各段階で技能評価試験
を受検

受検（入国１年後）

受検（入国３年後）

帰国

本国での技能等の活用

受検（入国５年後）

【
特
定
技
能
１
号
】

技能水準・
日本語力能力水準を
試験等で確認し入国

帰国

介護施設等で就労
（通算５年間）

〈就学コース〉 〈就労コース〉

介護福祉士国家試験

介護福祉士として業務従事

介護福祉士資格取得（登録）

介護福祉士
養成施設
（２年以上）

介護施設等で
就労・研修
（３年以上）

（注3）

（注1）

 （フィリピン、ベトナム）

【
介
護
】

【
留
学
】

外国人留学生
として入国

技能実習生等
として入国

〈養成施設ルート〉〈実務経験ルート〉

介護福祉士として業務従事

介護福祉士資格取得（登録）

介護福祉士
養成施設
（２年以上）

介護施設等で
就労・研修
（３年以上）

（注2）

（3年以上）

※【   】内は在留資格

※法務省令を改正予定

（注1）

●家族（配偶者・子）の帯同が可能
●在留期間更新の回数制限なし

介護福祉士国家試験

外国人介護人材受入れの仕組み図1

（注1）平成29年度より、養成施設卒業者も国家試験合格が必要となった。ただし、令和3年度までの卒業者には卒業後5年間の経過措置が設けられている。
（注2）「新しい経済対策パッケージ」（平成29年12月8日閣議決定）において、「介護分野における技能実習や留学中の資格外活動による3年以上の実務経験に加え、実務者研修を受講し、介護福祉士の国家試

験に合格した外国人に在留資格を認めること」とされており、現在、法務省において法務省令の改正に向けて準備中。
（注3）4年間にわたりEPA介護福祉士候補者として就労・研修に適切に従事したと認められる者については、「特定技能1号」への移行に当たり、技能試験および日本語試験等を免除。
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の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
と
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
帰
国
者
も

「
特
定
技
能
1
号
」へ
の
移
行
が
可
能
に

　
本
年
5
月
10
日
に
は
「
特
定
技
能
」
の
介
護
の
運

用
要
領
が
改
正
さ
れ
、
過
去
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士

候
補
者
と
し
て
入
国
し
、
介
護
福
祉
士
試
験
に
合
格

で
き
ず
に
帰
国
し
た
外
国
人
も
、「
特
定
技
能
１
号
」

へ
移
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
対
象
者
の
要
件
は
、
４
年
間
に
わ
た
り
Ｅ
Ｐ
Ａ
介

護
福
祉
士
候
補
者
と
し
て
就
労
・
研
修
に
適
切
に
従

事
し
た
者
で
、
直
近
の
国
家
試
験
の
結
果
通
知
書
に

よ
り
①
合
格
基
準
点
の
５
割
以
上
の
得
点
で
あ
る
こ

と
、
②
す
べ
て
の
試
験
科
目
で
得
点
が
あ
る
こ
と
、

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
件
を
満
た
す
者
は
、
技
能

試
験
と
日
本
語
能
力
試
験
等
が
免
除
さ
れ
る
。「
特
定

技
能
１
号
」
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
最

長
で
５
年
間
、
引
き
続
き
介
護
施
設
等
で
就
労
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
な
お
、
５
年
の
在
留
期
間
中

に
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
合
格
し
た
場
合
は
、
在

留
資
格
「
介
護
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
外
国
人
介
護
人

材
が
円
滑
に
就
労
・
定
着
で
き
る
よ
う
、
２
０
１
９

年
度
予
算
で
「
外
国
人
介
護
人
材
受
入
環
境
整
備
事

業
」
を
創
設
し
て
い
る
。
地
域
の
中
核
的
な
受
け
入

れ
施
設
等
で
の
介
護
技
能
向
上
の
た
め
の
集
合
研
修

等
の
実
施
（
自
治
体
を
通
じ
た
定
額
補
助
あ
り
）、

介
護
の
日
本
語
学
習
支
援
等
事
業
（
日
本
介
護
福
祉

士
会
が
実
施
）、
介
護
業
務
の
悩
み
等
に
関
す
る
相

談
支
援
事
業
（
国
際
厚
生
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ

Ｓ
）
が
実
施
）
等
を
行
う
。
業
務
の
悩
み
等
に
関
す

る
相
談
支
援
事
業
は
、
外

国
人
だ
け
で
な
く
一
般
の

人
、
受
け
入
れ
施
設
か
ら

の
相
談
に
も
対
応
す
る
。

　
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
で
も
、「
介
護
福

祉
士
国
家
資
格
の
取
得
を

目
指
す
外
国
人
留
学
生
等

の
受
入
環
境
整
備
事
業
」

を
実
施
し
て
お
り
、
２
０

１
９
年
度
か
ら
「
特
定
技

能
」
も
対
象
に
追
加
し
て

い
る
。
外
国
人
留
学
生
へ

の
奨
学
金
等
の
支
援
を
行

う
介
護
施
設
等
へ
の
経
費

助
成
、
外
国
人
介
護
人
材

と
介
護
施
設
等
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
行
っ
て
い

る
（
図
２
）。
外
国
人
介

護
人
材
の
獲
得
に
向
け
て

は
、
こ
れ
ら
の
支
援
策
も

利
用
し
た
い
。

　
な
お
、
今
号
で
は
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
に
よ
る
介
護
福
祉
士

候
補
生
の
受
け
入
れ
に

２
０
０
９
年
か
ら
取
り
組

み
続
け
、
最
近
は
「
特
定

技
能
１
号
」
の
人
材
獲
得

も
進
め
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
晋
栄
福
祉
会
を
訪

ね
、
期
待
さ
れ
る
効
果
や

注
意
点
等
に
つ
い
て
う
か

が
っ
た
。

奨学金の
貸与・給付 経費助成

マッチング
支援団体 

介護福祉士
養成施設 

介護施設等 

事業イメージ 【日本】
【送り出し国】

【目的】
　介護福祉士の資格取得を目指す外国人が、
直接または日本語学校を経由して介護福祉
士養成施設に留学するケースが増加すること
が見込まれることから、当該留学生に対して、
留学生の就労予定先の介護施設等が支援す
る奨学金に係る費用の一部を助成する。
【事業内容】
　留学生に対して奨学金等の支援を行う介
護施設等に対して、当該支援に係る経費を助
成。

＜留学生の支援例＞
○1年目：日本語学校
　学　　　費：月５万円
　居　住　費：月３万円
○２年目･３年目：介護福祉士養成施設
　学　　　費：月５万円
　入学準備金：２０万円（初回に限る）
　就職準備金：２０万円（最終回に限る）
　国家試験受験対策費用：４万円（年額）
　居　住　費：月３万円

補助率：１／３ ※
※受入介護施設等が留学
生に給付する奨学金等
の総額の１／３を補助

協議会の設置など、関
係団体等と連携しな
がらマッチングを実施

留学生
※ベトナム、中国、フ
ィリピン、インドネシ
ア、ネパール，ミャン
マー、モンゴル etc.

受入介護施設等

都道府県

【地域医療介護総合確保基金のメニュー】
１．介護施設等による外国人留学生への奨学金等の支給に係る支援事業

【目的】
　意欲ある留学生と介護福祉士養成施設や
介護施設等とのマッチングを適切に行い、
円滑な受入支援体制の構築を図るため、地
域の実情に応じたきめ細かいマッチングを
行うことが可能な団体に対して、情報収集や
情報提供などに必要な経費を助成する。
【事業内容】
①外国人留学生の情報収集や、留学生に対
する養成施設や介護施設等に関する情報
提供

②現地での合同説明会の開催等のマッチン
グ支援　等

２．介護福祉士資格の取得を目指す留学生と受入介護施設等とのマッチング支援事業

留
学
生（
日
本
語
学
校
・
養
成
施
設
）

都
道
府
県（
委
託
可
）

委
託

①養成施設、介護施設等
　からの情報の提供

①養成施設、介護施設等からの
　情報収集

②現地教育機関等からの
　情報の提供

③現地合同説明会等のコーディネート

③現地合同説明会等開催事業
　留学生候補者と、留学生受入れを希望する日本の介護福祉士養成施設、介護施設等間でマッチングを
　行うため、現地にて合同説明会等を開催する。

②現地教育機関等からの
　情報収集

・留学生の受入れの意向の有無
・受入実績
・求める人材の確認
・特色あるカリキュラムや行事等の紹介
・施設のアピールポイントの紹介
・ビデオレターの作成　等

・現地教育機関訪問
・候補者リストの作成
・候補者との面談
・ビデオレターの作成　等

介護福祉士国家資格の取得を目指す外人留学生の受入環境整備事業図2
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多様化する外国人介護人材の在留資格特集特集

４
つ
の
受
け
入
れ
ル
ー
ト
の

理
解
を
進
め
る
た
め
に

　
外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
制
度
は
、
か
つ
て
は

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
も
の
だ
け
で
し
た
が
、
こ
の
２
年
間
で

在
留
資
格
「
介
護
」、
技
能
実
習
、
特
定
技
能
１
号
が

加
わ
り
、
４
つ
の
受
け
入
れ
ル
ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
２
０
０
８
～
２
０
１
８
年
度
の
約
10
年

間
で
３
カ
国
か
ら
延
べ
４
３
０
２
人
（
う
ち
合
格
者

９
８
１
人
）
の
候
補
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
在
留

資
格
「
介
護
」は
、
昨
年
12
月
末
時
点
で
１
８
５
人
の

方
に
在
留
資
格
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
介
護

福
祉
士
養
成
施
設
（
２
年
以
上
）
に
入
学
し
て
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
取
得
す
る
ル
ー
ト
で
す
が
、
養
成
施
設

へ
の
入
学
者
は
２
０
１
６
年
度
が
２
５
７
人
、
２
０
１

７
年
度
が
５
９
１
人
、
２
０
１
８
年
度
が
１
１
４
２
人

と
、
倍
々
で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
留
学
生
は
今
後
も

増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
技
能
実
習
に
つ
い

て
は
、
本
年
３
月
末
で
１
８
１
９
人
の
技
能
を
実
習
計

画
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
、
本
年
4
月
か
ら
特
定
技
能
１
号
が
加
わ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
制
度
が
増
え
す
ぎ
て
な
か
な
か
つ

い
て
い
け
な
い
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

今
年
２
月
か
ら
全
都
道
府
県
や
地
方
厚
生
局
単
位
で
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
個
別
の
説
明
会
に

も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
受
け
入
れ
る
事
業
者
向
け
に
作
成
し
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
※
）
も
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
（
日
本
語
・
英
語
）
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
０
１
７
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新

し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
３
年
以
上

介
護
施
設
等
で
就
労
し
た
技
能
実
習
生
や
特
定
技
能
１

号
等
の
方
が
、
実
務
者
研
修
を
受
講
し
、
介
護
福
祉
士

国
家
試
験
へ
合
格
を
す
る
と
、
家
族
の
帯
同
が
可
能
で

在
留
期
間
更
新
の
回
数
制
限
も
な
い
在
留
資
格「
介
護
」

へ
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
法
務
省
で
省
令
の

改
正
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
技
能
実
習
で
入
国
し
た
方
も
こ
の
ル
ー
ト
を
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
３
年
以
上
の
就
労
期
間
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
始
か
ら
２
年
経
っ
て
い
な
い

両
制
度
で
は
、
実
際
の
対
象
者
が
出
て
く
る
の
は
少
し

先
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
心
し
て
就
労
・
定
着
で
き
る

環
境
整
備
に
向
け
て

　
特
定
技
能
１
号
に
よ
る
介
護
分
野
の
人
材
受
け
入
れ

は
、５
年
間
で
最
大
６
万
人
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
が
、

１
人
で
も
多
く
の
方
に
日
本
の
介
護
分
野
を
選
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
昨
年
12
月
の
出
入
国
管
理
法
改
正
か
ら

準
備
を
急
ぎ
、
今
年
４
月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
試
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
介
護
以
外
の
分
野
も
含
め
た
特
定
技
能
１
号
の
海
外

で
の
試
験
は
原
則
、
年
に
２
回
以
上
の
開
催
が
政
府
の

方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
分
野
に
つ
い
て
は
４

月
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
実
施
を
出
発
点
に
、
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
国
に
つ
い
て

も
、
実
施
環
境
が
整
い
次
第
、
順
次
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
予
算
で
「
外
国
人
介
護
人
材
受
入
環

境
整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
核
的

な
受
け
入
れ
施
設
等
で
の
集
合
研
修
、
介
護
の
日
本
語

学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開

発
・
運
用
、
介
護
業
務
の
悩
み
等
に
関
す
る
相
談
支
援

等
、
外
国
人
介
護
人
材
が
安
心
し
て
就
労
・
定
着
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
も
の
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
で
行
わ
れ

て
い
る
「
介
護
福
祉
士
国
家
資
格
の
取
得
を
目
指
す
外

国
人
留
学
生
等
の
受
入
環
境
整
備
事
業
」
で
は
、
国
内

事
業
者
と
海
外
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
（
４
頁
図
２
参
照
）。
こ
れ
は
在
留
資
格
「
介
護
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
２
０
１
８
年
度
に

当
該
基
金
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
も
の
で
す
が
、

今
年
度
か
ら
特
定
技
能
も
対
象
に
加
え
ま
し
た
。
各
都

道
府
県
が
特
色
の
あ
る
内
容
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
自

事
業
所
の
所
在
地
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
ぜ
ひ
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
入
国
し
、
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

に
合
格
で
き
ず
帰
国
さ
れ
た
方
も
、
条
件
を
ク
リ
ア
し

て
い
れ
ば
特
定
技
能
１
号
へ
の
移
行
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
が
、
も
と
も
と
看
護
学
校
（
３
～
４
年
）
卒
業
等

の
前
職
要
件
が
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
に
も
慣
れ
て
い
る

方
た
ち
を
帰
国
さ
せ
た
ま
ま
と
い
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
の
で
、
再
度
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
道
を
作
り
ま
し

た
。

　
事
業
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
外
国
人
介
護
人
材
を
単

な
る
労
働
者
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
人
と
同
等
の
処

遇
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
面
で
の
各
種
手
続
き
の
フ
ォ
ロ

ー
、
互
い
の
文
化
・
習
慣
に
つ
い
て
の
理
解
な
ど
、
地

域
の
生
活
者
と
し
て
輪
に
加
わ
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
介
護
人
材
が
地
域
の
生
活
者
と
し
て

輪
に
加
わ
れ
る
よ
う
な
配
慮
を

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局 

福
祉
基
盤
課
福
祉
人
材
確
保
対
策
室 

室
長
（
前
）

柴
田 

拓
己 

氏

I 　　　　　
nterview
●インタビュー●

※…「外国人介護職員の雇用に関する介護事業者向けガイドブック」  （2018年度に厚生労働省補助事業を活用して三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
が作成したもの） https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_000117702.html　１. 制度の概要　参考2
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特
定
技
能
１
号
と
し

て
入
国
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
の
も
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ば
よ

い
ル
ー
ト
だ
と
思
い

ま
す
。
特
定
技
能
１

号
で
優
秀
な
人
は
３

年
で
、
在
留
期
限
が

原
則
な
く
な
る
在
留

資
格
「
介
護
」
の
ビ

ザ
に
転
換
で
き
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
な
れ

ば
送
り
出
し
機
関
へ

の
手
数
料
等
の
支
払

い
義
務
も
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
い
ま
ま
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

は
要
件
が
あ
わ
な
か
っ
た
法
人
で
も
、
人
材
獲
得
の

可
能
性
は
高
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
ル
ー
ト
の

人
材
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
、
受
け
入
れ
て
い
く

の
か
が
、
今
後
の
私
た
ち
の
新
た
な
課
題
だ
と
思
い

ま
す
が
、
す
で
に
あ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
留
学
生
受
け
入
れ

の
実
績
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
」。

62
人
は
夜
勤
も
可
能

　
同
法
人
で
は
、
外
国
人
職
員
の
う
ち
、
可
能
な
職

員
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
26
人
、
介
護
ビ
ザ
6
人
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者
の
半
数
・
30
人
の
計
62
人
）
は
夜
勤

に
も
つ
い
て
い
る
。

　「
夜
勤
に
入
れ
る
職
員
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者
を
夜
勤
に
も
配
置
し
な

い
と
、
日
中
が
外
国
人
職
員
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
介
護
職
員
の
割
合
が
約
18
％
に

　
１
９
７
９
年
に
保
育
所
開
設
か
ら
事
業
を
開
始
し

た
社
会
福
祉
法
人
晋
栄
福
祉
会
は
、
１
９
９
３
年
か

ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
開
設
し
、
高
齢
者
福
祉

分
野
に
も
参
画
。
現
在
は
兵
庫
県
・
大
阪
府
・
奈
良

県
で
介
護
施
設
17
カ
所
、
保
育
施
設
24
カ
所
を
運
営

し
て
い
る
。

　
同
法
人
の
職
員
総
数
１
３
５
９
人
（
２
０
１
９
年

４
月
時
点
）
の
う
ち
、
介
護
職
員
は
５
７
９
人
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
日
本
人
職
員
は
４
７
４
人
、

外
国
人
職
員
は
１
０
５
人
で
あ
る
が
、
今
年
度
中
に

Ｅ
Ｐ
Ａ
、
技
能
実
習
生
、
特
定
技
能
の
ル
ー
ト
で
増

員
が
確
定
し
て
い
る
た
め
、
今
年
度
中
に
は
外
国
人

介
護
職
員
が
約
18
％
を
占
め
る
。
２
０
０
９
年
度
か

ら
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
介
護
福
祉

士
候
補
者
・
有
資
格
者
は
外
国
人
職
員
の
う
ち
90
人

を
占
め
、
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
出
身
国
別
の
配
属
数
（
２
０
１
９
年
6
月
時
点
）

は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
12
人
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者
10
人
、
留

学
生
１
人
、
介
護
ビ
ザ
１
人
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
31

人
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
1
人
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者
17

人
、
介
護
ビ
ザ
５
人
、
留
学
生
8
人
）、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
が
62
人
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
29
人
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

候
補
者
33
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
１
９

年
11
月
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実
習
生
3
人
、
同

年
12
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
４
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
６
人
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者
が
、
２
０
１
９
年
度
末

（
２
０
２
０
年
３
月
）
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
６

人
の
特
定
技
能
１
号
の
職
員
が
配
属
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
同
法
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
推
進
室
付
部
長
・
カ

プ
ロ
ン
グ
雪
江
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
（
以
下
、

「
　
」
内
は
カ
プ
ロ
ン
グ
氏
）。

　「
人
材
確
保
は
ど
の
法
人
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
法
人
の
近
年
の
日
本
人
職
員
の
採

用
状
況
は
、新
卒
者
は
数
名
の
み
、既
卒
者
は
右
肩
下

が
り
と
な
り
、
介
護
福
祉
士
等
資
格
を
取
得
し
た
非

常
勤
職
員
を
正
職
員
に
採
用
し
て
補
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
定
技
能
１
号
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の

面
接
を
済
ま
せ
て
お
り
、
６
人
の
方
を
採
用
す
る
予

定
で
す
。
入
国
前
の
試
験
に
備
え
た
勉
強
を
６
月
か

ら
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、今
年
度
末
、

も
し
く
は
早
け
れ
ば
来
年
の
１
月
く
ら
い
に
は
入
国

で
き
る
見
込
み
で
す
。
特
定
技
能
１
号
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

や
留
学
生
よ
り
即
就
労
開
始
が
可
能
と
な
る
の
で
、

介
護
現
場
と
し
て
必
要
な
人
材
で
す
。
採
用
プ
ロ
セ

ス
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
特
定
技
能
制
度
が

や
っ
と
始
ま
り
配
属
に
向
け
て
の
可
能
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
帰
国
者
が
、

　
社
会
福
祉
法
人
晋
栄
福
祉
会
は
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
の

受
け
入
れ
を
開
始
し
、現
在
は
在
留
資
格
「
介
護
」（
以
下
、
介
護
ビ
ザ
）
で
入
国
し
た
者
、
留
学
生
も
職

員
と
し
て
配
属
し
て
い
る
。今
年
10
月
に
は
技
能
実
習
生
が
、年
度
末
に
は
特
定
技
能
１
号
も
入
国
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。外
国
人
介
護
人
材
獲
得
の
効
果
と
課
題
、今
後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。
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●
社
会
福
祉
法
人
晋
栄
福
祉
会
（
大
阪
府
）
の
取
り
組
み

●
社
会
福
祉
法
人
晋
栄
福
祉
会
（
大
阪
府
）
の
取
り
組
み

32.5万円

58.6万円

120万円

50万円

年 間 額管理費
（学費・交通費・人件費）入国費用

6万円

4.8万円

83.2万円

162万円

123万円

115万円

214万円

70万円

70万円

70万円

住     宅

251万円

212万円

332万円

244万円

3年間総額

84万円

71万円

109万円

81万円

Copyrlght Ⓒ 2018 SHIN-EI FUKUSHI-KAI AII Rights Reserved

EPA
（候補者）
EPA

（有資絡者）

留学生

技能実習生

特定技能外国人

68.8万円～
78.8万円

189.8万円～
199.8万円

63.2万円～
66.6万円

各制度にかかる経費の比較表
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多様化する外国人介護人材の在留資格特集特集

　
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
入
国
し
た
方
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
キ
ル
に
は
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
ご
と
の

大
ま
か
な
レ
ベ
ル
は
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
ベ

ト
ナ
ム
の
方
は
日
本
語
レ
ベ
ル
が
総
じ
て
高
い
で
す

ね
。
Ｎ
４
や
Ｎ
５
で
入
国
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
方
は
、
配
属
さ
れ
て
３
カ
月
ほ
ど
は
あ

た
ふ
た
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
は
順
調
で
す
。
留

学
生
は
Ｎ
５
で
入
国
す
る
の
で
、
実
際
に
介
護
業
務

に
つ
く
の
に
は
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
」。

　
在
留
資
格
が
増
え
入
国
ル
ー
ト
も
さ
ま
ざ
ま
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
導
入
経
費
に
も
違
い
が
出
て
き
て

い
る
。
表
は
、
同
法
人
で
の
制
度
ご
と
の
経
費
を
ま

と
め
た
も
の
だ
が
（
給
与
は
別
途
）、
学
習
支
援
や

試
験
に
か
か
る
経
費
、
手
数
料
や
監
理
費
等
は
制
度

に
よ
り
異
な
る
。

　「
特
定
技
能
に
関
し
て
は
、
実
際
の
採
用
プ
ロ
セ

ス
を
始
め
て
か
ら
判
明
す
る
経
費
も
あ
る
の
で
、
外

国
人
職
員
の
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
法
人
で
は
、
初

回
は
登
録
支
援
機
関
を
通
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い

ま
す
」。

定
着
し
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
は

　
外
国
人
職
員
に
定
着
し
て
も
ら
う
に
は
多
角
的
な

支
援
が
必
要
と
な
る
が
、
同
法
人
で
は
、
大
阪
・
兵

庫
・
神
戸
・
奈
良
の
各
エ
リ
ア
に
、
学
習
支
援
の
担

当
者
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
担
当
者
を
数
人
ず
つ
置
い

て
い
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者
を
受
け
入
れ
始
め
た
当
初

は
、
日
本
人
職
員
が
通
常
業
務
と
兼
務
で
担
当
し
て

い
た
が
、
現
在
は
外
国
人
職
員
の
た
め
の
業
務
の
み

に
携
わ
る
形
に
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
職
員

の
人
数
が
１
０
０
人
を
超
え
て
い
る
た
め
、
先
輩
が

来
日
し
た
ば
か
り
の
後
輩
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
姿
な
ど

も
み
ら
れ
る
と
い
う
。

　「
Ｅ
Ｐ
Ａ
有
資
格
者
26
人
の
う
ち
、
候
補
生
時
代

か
ら
在
籍
し
て
い
る
の
は
３
人
の
み
で
す
。
そ
の
ほ

か
の
23
人
は
、
資
格
取
得
後
に
帰
国
し
て
い
た
方
、

他
の
施
設
か
ら
転
職
し
て
き
た
方
で
す
。
家
族
を
帯

同
さ
れ
た
場
合
、
日
本
語
の
で
き
な
い
家
族
へ
の
フ

ォ
ロ
ー
を
優
先
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
言
葉
が
通
じ
な
い
と
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、

全
員
で
帰
国
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

週
１
～
２
回
、
近
所
の
集
会
所
等
で
母
国
語
の
で
き

る
日
本
人
職
員
が
日
本
語
を
教
え
た
り
、
何
か
イ
ベ

ン
ト
が
あ
れ
ば
一
緒
に
き
て
も
ら
う
な
ど
、
で
き
る

だ
け
外
に
出
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
家
族

丸
ご
と
の
支
援
を
し
た
の
は
、
５
家
族
ほ
ど
で
す
。

家
族
で
定
着
し
た
方
は
、
新
し
く
開
設
し
た
施
設
へ

の
異
動
も
問
題
な
く
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
に
あ
わ
せ

て
保
育
所
や
学
校
が
近
い
場
所
に
異
動
す
る
と
い
っ

た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
配
属
初
期
の
た
め
有
資
格
者
が

ま
だ
定
着
で
き
て
い
な
い
施
設
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
環
境
が
大
変
よ
く
保
育
所
も
あ
り
、
都
市
部

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
悪
く
な
い
の
で
す
が
、
と
く
に
他

県
か
ら
転
職
し
て
き
た
方
の
な
か
に
は
、
駅
や
商
業

施
設
等
が
近
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
た

め
で
す
。
今
後
は
有
資
格
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
定

着
す
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
方
の
他
法
人
か
ら
外
国
人
職
員
の
定
着
に
つ

い
て
相
談
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
返
答
に
困
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
な
か
に
は
自
然
が
多
い
環
境
を
好

ま
れ
る
方
も
い
ま
す
し
、
人
間
関
係
を
重
視
さ
れ
る

方
も
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
と
の
つ
な
が
り

が
、
地
方
の
施
設
へ
の
定
着
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
」。

　
ま
た
、
家
賃
補
助
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
。

同
法
人
で
は
、
家
賃
・
共
益
費
を
す
べ
て
補
助
も
し

く
は
本
人
の
希
望
物
件
に
は
月
５
万
円
ま
で
補
助
し

て
い
る
。
資
格
取
得
後
は
社
宅
が
３
年

間
無
料
で
、
法
人
が
契
約
し
て
い
る
以

外
の
物
件
に
転
居
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
家
族
を
帯
同
し
て
い
る
場
合
は
フ

ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
の
物
件
と
し
て
い
る
。

「
今
の
勤
務
先
は
家
賃
負
担
が
あ
っ
て

全
然
貯
金
で
き
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
転
職

さ
せ
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
応
募
も
あ
る

そ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
は
基
金
事
業
等
を

活
用
し
て
家
賃
補
助
制
度
等
を
整
え
る

都
道
府
県
が
、
就
職
先
に
優
先
的
に
選

ば
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
と
見
込
ま
れ

る
外
国
人
職
員
の
処
遇
は
、
同
法
人
の

対
応
が
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

社会福祉法人晋栄福祉会
グローバル戦略推進室付部長

カプロング雪江氏
　新しく入職した外国人職員は毎年、
たとえばきのこ狩り等のアクティビ
ティ付き小旅行に誘っています。施設
長を中心に、一緒に現場を離れて遊
び、食事しながら、「何かあったら言ってね」という声がけをし
ています。声がけを常にして「気にかけてくれている」と思っ
てもらえると、母国を離れていても施設長はじめ担当職員との
信頼関係を築くなかで、メンタル面がかなり安定します。
　外国人職員へのフォローをすることについては、日本人職員
の理解も必要です。外国人だけを優遇しているわけではなく、
人口減少社会のなかでともに働く、一緒に頑張る仲間であると
いうことを理解してもらえるよう、研修等の機会を多く設けて
います。
　実際に迎えてみないとわからない部分もありますが、今後は、
試験不合格で帰国したかつての EPA 候補生が特定技能１号で
入国し、EPA 有資格者と一緒に仕事をすることになりますの
で、家族が帯同できている有資格者とのギャップを感じた場合
の精神的サポートの必要性も感じています。また、もちろん日
本人職員の介護職員採用にもこれまで以上に注力していきたい
と考えています。

声がけを常にすることで
メンタル面が安定
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